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、金 研 とC6。
名古屋大学理学部 篠 原 久 典
今回,ご 縁があってΨ成4年5月 から平成5年 成る球殼状のサツカーボール構造をもつことを結
3月まで,金 研(附属新素材開発施設)の客員をさ 論づけました。この06・のサツカーボール構造の
せていただき,大 変に充実した共同研究を行なう モデルは,当 時,大 きな反響を引き起 したのです
ことができました。私はかねがね,仙 台という街 が,実 験的な制約から,実 証には到りませんで し
に魅力を感じておりました。街の規模といい,街 た。ところが,り990年になって,事態が急変した
の雰囲気といい,ま た,そ の緑の多さといい,日 ので す。マ ック スプ ラン ク研 究所 のKrats一
本の都市としては,例 外的に,整 った感じを訪れchmerと アiYゾナ大学の トluffmanらの研究
る人々に与えていると思います。英国で例えれば,グ ループは,非常に手軽で,かつ安価な方法でC、。1
東京がロントこンだとすると,仙 台はエディンバラ を多量に生成させることに成功したからです。生
(ヨー ロッパで最も美しい都市の一つ)に対応する 成方法は極めて簡単で,ヘ リウム雰囲気中で炭素
のではないでしようか。そして,東 北大といえば 棒をアーク放電 して生成したススの中にO,。が
金研を連想する人も多いと思います。それ程のス/0%程 度存在するのです。それ以後の現在までの
テータスを確立 している研究所にも拘らす,否 そC6。 分野の発展は多くの皆さんが御存知のとうり
れだからこそ,共 同研究や客員制度を積極的に取 です。ススの中にはC,。以外にも,大 きなサイズ
リ入れて,常 に研究所の活性化を計っているのだ のフレーレン(fullerene)がC,。。程度まで存在
と思います。実際に,金 研で共同研究を行うよう することが現在では解っています。
になってから,こ のことを実感しました。1くratschmerら は こ の 世 紀 の 大 発 見 を
さて,金 研では約一年間,炭 素クラスターの構Natureに 発表 しましたが,それと前後 して国際
造と電子状態の共同研究を行ないました。原子 ・ 会議で1くratschmer自身が日頭発表していま
分子のマイクロクロスヲーの中でも,特 にカーボ す。/990年9月/2Bにドイツのコンスタンツ市
ンのクラスター(C)。は重要で,最 も興味深いも のコンスタンツ大学で開催されていた 「第5回 微
のです。炭素クラスターは炭素材料としての興味 粒子と無機 クラスヲー に関す る国際会議(略称
もともかく,そ の興味の裾の広さは,他 の種類のISSPIO5)」 でのことです。この講演は,ラ イス
マイクロクラスターの追随を許しません。例えば,大 学のSmalleyが自身の特別 講演の¥分 を削 、
炭素クラスターは地球上だけでなく宇宙空間にも って,1くratschmerの飛び入りで行なわれたの
観測されています。Bedくlinらが発見 した赤外 です。実は,この会議が9月10日 に始まってから,
天体IRC+/0216近辺にはC,などの直線型炭素 コーヒーブレイクなどで"サNソカーボール型分子
クラスターが観測されています。また,実 験室でC6Gが 多量に生成されたらしい"と いう噂が流れ
は,炭素棒のレーザー蒸発で,C,。程度までの非 ていました。1くratschmerの講演の後或る者は
常に大きなサイズの炭素クラス9一 が観測されて 興奮し,或 る者は呆気にとられていたのを思い出
いるのです。 します。
1985年9月にライス大学のSmalleyとサセISSPiC5に は何人かの日本人も参加 してい
ックス大学の1く「OtOの共同研究グループは,炭 ま し た。帰 国 し て 直 ぐ に,Kratschmen一
素棒のレーザー蒸発を或る実験条件下で行うと,Huffmanの 方法でC、。を作 り始めたグループ
炭素が60個集まったC、。が異常に高い効率で生 がありました。東京都立大学のグループ(菊地,阿
成することを発見しました。彼らは,鋭 い直観と 知波)と≡重大学のグループ(斉藤 篠原)です。初
集中的な議論から,C6。は5員 環と6員 環とから めは,半 信半疑で始めたスス作りも,時 間が経つ
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につれて次々と新 しい結果を生み出すようになり このように,C、。研究に所縁のある金研で,1=
ました。高次フレーレンと呼ばれるC76～C1。。程 科プロジェクトの一環として桜井研で,C6。・プレ
度のサイズの球殼状炭素分子の存在や・金属内包 一レン関連分子のSTM(走 査型 トンネル顕微
フレーレンと呼ばれる金属(La,Y・Scなど)を 鏡)の共 同研究 をさせていただきま した。C6。,
ケージ内に内包 したフレーレンの発見です。このC,。 はもとよりC8、のような高次プ レ_レ ンや
2つの大学の研究グ/レー プは現在でも・O… プレScを 内包 した金属 内包 フ レー レン(Sc、082,
』レン研究で中心的な役割りを果 しています(但Sc
、C84)の構造や電子状態について,短期間に、多
し・篠原は平成5年4月/日 より名古屋大学理学 くの成果を上げることが出来ました。紙面が尽き
部に移る)。しかし・口本で初めてKratschmerて きたので,改 めて内容を紹介することができた
一Huffmanの方法で,C6・を含むススを生成す ら,と 思います。
ることに成功したのは・実は東北大金研のグルー 最後になりましたが,常 にエキサイティングな
プ(仁科研)だったのです。仁 科研 の人達 もIS一 実験結果を見せていただいた桜井先生と研究室の
《SPIC5〔 ご出席さnて いて漏 国してからすぐ1こ 皆さん(特1こ儲 先生とX .D.Wan8tg±),また
スス作りを始めたのです。ただ・種々の理由から 非常に有益な議論をさせていただいた{=科先生と
06・の精製までには(当時は)到らなかったのが残 研究室の皆さん(特に粕谷先生)に心からお礼申し
念に思われます。ですが・ここ金研において,本 上げます。また,金 研の事務部門の方々に厚くお
邦初のC6。含有ススが生成されたことは,記 録さ 礼申し上げます。
れるべきだと思います。
開かれた金研
ペンシルヴァニア大学 江 上 毅
この度平成5年前期6ケ月間を客員教授として しています。最近米国の大学では授業料が高いこ
金研で主として立木研究室で過ごさせていただき ともあって教室での授業に相当の時間とエネルギ
(ま した。日常の雑事から逃れて研究だけに没頭で 一をさかなければなりません。昔から学期が終わ
きる夢のような環境においていただき,金 研の皆 るときに各科目が役 に立ったかどうか,特 に個々
さんとくに立木教授と研究室の皆 さんに深く感謝 の教師の教えかたについて学生が点数をつけてそ
垂
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の成績が公開されますが,これがこのごろは随分 作用にも非常に大きな役割を果たしていることが
と重要視されて笛年の昇給にもビンビンと響くよ 初めて解ったのです。この発見は高温超伝導現象
うになっています。従って全く気が抜けないわけ の理解にも重要で現在我々の研究はその方向に向
で,それから解放されただけでも精神的健康に良 かっています。もちろん高温超伝導機構の解明は
いわけです。また学内学外の会議も日本同様多く,世 界〔‡〕の多数の物理学者の頭を悩ませている問題
しかも居眠りなどはもってのほか,積極的に発言 でそうは簡単に解けないでしようがかなり手がか
しないと自分の損になるような議決がいつのまに りが棚めてきました。
かされるようなところですからこれまた気を抜け またシァトルで開かれた米国物理学会,イタリ
す,そういった会議がないのも有り難いことです。 アはシシリー島のエリチェで開かれた高温超伝導
従って大学院生のように十分論文を読み思索す に関するNATOの学校等何度も海を渡って多
る時間があるというのは大変に贅沢なことで(こ くの人と話をしてきました。普段授業の関係で夏
れはいつも大学院生に言っているのですがなかな 以外はあまり長期の出張ができないので,今回は
か素直には解ってくれません。)大いに楽しみまし 大いに動きまわったわけです。そうした旅行のた(
た。とくにかねてから携わっていた高温超伝導の びになにか新しいアイディアが湧いたり問題の理
機構に関する研究ではこの数年間だけでも論文の 解が深まっていきます。それにやはり日本に居る
数が膨大で重要なものでも読んでいないものがあ と欧米との距離を感じます。地理的距離よりも時
りましたので,先ずそれらを消化することに努め 差が問題で,要するに電話がかけられない,また
ました。しかし[准一人で読んだり考えたりしてもe-maiIで同時会話ができないという不便を感じ
アインシュタインならともかく我々凡人にはアイ ます。しかし同じ時差が米国と欧州の間にあるの
ディァのひろがりに限りがあります。やはり他の ですが,その場合は米国に居てそんなに遠く感じ
人の話を聞いたり議論をしたりするのがどうして ません。なぜなら学会でしよっぢゅう欧州の人に
も研究には必要です。その点でも立木研での時に 会うからです。やはり距離と時差を克服するため
は夜までに及ぶ討論,また国内外での学会や研究 には国内旅行と国外旅行を同列に老える心要があ
会は大変に役に立ちました。 るのではないでしようか。今はJALにさえ乗ら
例えば2月始めにニューヨークのブル、yクヘヴ なければ米国に行く旅費は九州へ行く旅費の2倍
ン国立研究所の軌道放射光施設で実験するため一 強でしかありません。時間的にもほんのひと昔ま
時帰国しましたが,その際スポンサーのひとつで で東京から九州まで特急で1ア時間かかったこと
もある海軍の強誘電体についての基礎研究のワー を考えれば出かけるのはなんでもない訳です。
クショップに出席したところ,強誘電現象の量子 勿論金研の先生方もしよっちゅう濡外に行かれ(
理論がまだ存在しないこと,またよく似た組成と よくあちこちでお目にかかりますが 助手以下の
構造をもった酸化物超伝導体では電子の相関が大 若いひとがそとに出る機会がまだまだ少ないよう
問題になっているのに強誘電体に関してはそうい です。また行ったとしてもただ会議に出たり研究
った議論が全く無いことにはっと気がついてまさ 室を,それも装置を見学したりしても仕方があり
に愕然としました。そこで電子の相関こそが強誘 ません。装置などは今はどこでも似たようなもの
電現象の根本にあるのではないかと考え始め,日 で見ても何も解りません。例えばフランス料理を
本に戻ってから暫くその問題を研究して,大体構 習おうとしたらフランス料理屋へ行ってきれいに
想がまとまったところで立木研の大学院生の石原 できた料理を食べるだけでは本当の作り方は解ら
君が計算にとりかかってくれました。石原君は物 ないでしよう。やはり台所へ行ってあちこちに血
理の理解が深いだけではなく計算機を操るのも達 が飛んだり臓物が転がっている中でシエフが包丁
者で,短時間の間に電子の相関が強誘電現象にqコ を振っている状態を実際に見なければこつは解り
心的役割を果たしていることをはっきり示してく ません。従って論文を読んだり発表を聞いたりす
れました。電子どうしの相関は電子と格子の相互 るだけではとくに経験のない若い人は表面的にし
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か解らないはすです。やはり侃々謂々と意見を戦 言うと時代錯誤だとか浦島太郎だとか笑われそう
わせなければ本当の理解にはならないものです。 ですが,要するに日本人と外国人は本質的に違っ
昔は日米欧の学会が別々にあってその間に弱い ていて,外国人は日本人になれないし日本人は外
関係があったものですが,本来科学は世界共通で 国人になれないという殆ど宗教的な確固たる信念
あり各会の結びつきは益々強くなっています。特 があるのです。実際日本語の"がイジン"は差別
に若い人にそれを早く肌で理解していただくのは 用語として米国語にもなっています。勿論米国以
研究所の成長に非常に大切ではないでしょうか。 外では程度の差はあれ同様の感覚はありますが,
この問題を解決する手段として,各研究所でかけ それが昔の県民意識と同じで時代とともに薄れる
声ばかりで一向に進まない国際化を,外国人の多 ものだという認識はある訳です。ところが外国と
数登用で本気で推進するのも有効でしょう。そう 濡を隔てた日本では穰夷思想が一向に衰える兆し
すれば,いまでも開かれた金研は益々外国に近く がありません。また殆どの人がそう意識していな
なるでしよう。シュツットがルトのマックス プーラ いことが問題です。私ひとりごときが心配しても
(ン ク研究所では教授陣の半数近くが非ドイツ人で 仕方ありませんが,国境がどんどん形骸化してい
す。それがあの研究所のヴァイタリティのひとつ る今日,日本は商品だけが国際化して日本人は世
の秘密なのです。 界からとり残されてしまうのではないかと心配で
25年ぶりにこんなに長く日本に滞在していろ す。しかし金研だけは国際的伝統を生かして流れ
いろ考えさせられました。世問でもPKOの犠牲 に竿さすことができるのではないでしようか。
者がでたりまた皇太子御成婚などいろいろな出来 上記の高温超伝導以外にも金研滞在はいろいろ
事があり,それに対する世の中の反応を時には感 な面白い研究のきっかけになりました。井上研や
心してあるいは憤激して眺めていましたが,一言 藤森研との協同研究も進行中です。そのほかにも
で感想を言えば,表面的には日本は変わったけれ 多くの方に研究を手伝っていただき,また所長以
ども良きにつけ悪しきにつけ精神的内容はさほど 下大変なお世話になりあらためて心からお礼日ヨし
変わっていないと思い知らされました。特に"尊 上げます。
皇穰夷思想"は未だに実に強硬です。こんな事を
、 客員教官 と して 滞在 して
広島大学生物生産学部 佐 藤 清 隆
Ψ成4年度後期に半年間,客員教目として当研 結晶成長について共同研究を進めています。この
究所の小松啓先生の研究室で,生体関連物質の結 度の 「客員教授」はこの仕事を促進する上で有効
晶成長の研究について貴重な勉強をさせて頂きま となりました。
した。「金研」の高水準の研究レベルには昔から敬 ご承知のように,タンパク質は生体反応の中心
意を抱いておりましたが,今回研究所のお計らい を担う物質です。現在,分子レベルでその構造を
で貴重な経験をさせていただき,まことに有意義 理解することは,どの分野の生物科学においても
でありました。広島一仙台は,新幹線では7時間 焦眉の課題であります。甚だしい場合には,有用
を要しますが,ちょうど昨年秋にANAの直行便 なタンパク質の立体構造そのものを特許として押
が就航し1時間半ときわめて身近になりました。 え,そこから派生する生理活性物質の開発,たと
小松先生のグループとは以前からタンパク質の えば類似構造の分子の設計に制約を加えること
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が,欧 米を〔P心に行なわれています。 ×線解析は ところで,手 前みそながら,生 体関連物質の結
NMRと ならんでタンパク質構造解析の最有力手 晶成長は魅力的な可能性を秘めていると思いま
段ですが,結 晶化がそのボトルネツクとなってい す。それは,④生体内におけるin-viVOな物質創
ることはよく知られています。タンパク質の結晶 成,②生体外におけるin-vitroな物質創成,さら
化にあたっては,生 体系特有の問題,た とえば純 には◎生体反応 を模 した物質創成に分けられ ま
度 ・微量試料 ・生理活性の維持などに加え,表 面 す。タンパク質結晶成長は◎に位置づけられ,炭
電荷 ・水との相互作用 ・巨大分子の拡散などコロ 酸カルシウム(貝殼など),アパタイト(歯など),
イド分散系とも共通する難題 を抱えることになり マグネタイト(生体磁石など)などの結晶成長は①
ます。とくに,水 を多量に含むタンパク質結晶〔Pに 位置づけられるで しよう。さらに,こ のような
の溶質の間の相互作用は,分 子表面の局所的 ・特 生体結晶は,高 度に秩序だった生合成系の中で,
異的な場所で行なわれるため,固 液界面における 特異な形態と特性を持って成長 しています。たと
溶質の格子位置へのとりこみにさいして,対 流な えば,歯 の硬組織では,分 化 した細胞が分秘する
どのわすかな優乱が影響を与えると言われていま 有機物質の誘導により,結 晶の形状や大きさが秩(
す。したがいまして,微 小重力状態の利用も含め 序的に定められます。バクテリア中におけるマグ
て,「タンパク質の結晶化」のみを主題にする国際 ネタイトの成長も同様です。 したがって,分 子生
会議が/985年から隔年で開かれるほどに,人々の 物学的手法も動員 してその成長メカニズムを解く
関心を集めるわけであります。 ことによって,従 来の工学的方法とは異なる材料
小松先生や私 どもは,結 晶成長の視点からこの 合成法が見つかるかもしれません。もちろん,生
問題にアプローチするため,成 長一溶解の微視的 体系は孤立系かつ自律系であり,そ こに人工制御
機構 を光学的方法やAFM法 を用いて解析 する の入り込む可能性がどれだけあるかは注意が必要
こと,さ らには小松研で始められた圧力印可効果 ですが,MaterialSReSearCheSの/分科と
を検討 しています。圧力効果はタンパク質分子と してすぐれてチヤレンジングだと思います。今回
同時に水和水への圧縮効果も引き起こし,タ ンパ の半年間の集中的な勉強で以上の考え方を掘り下
ク質の種類によっては結晶化が促進する(あるい げることができました。関係者の皆様に深くお礼
は阻害する)ことが知られていますが,その仕組み を申し述べまして,印 象記とさせて頂きます。
は十分解明されていません。今後の興味あるテー
マと思います。
(
ATIMRANDINJAPAN
GurmitSinghBains
IgrewupEngland,inthetownofWolver-speare.AftercompletingmystudiesandPost-
hampton,closetoTelford,theSiliconValleyofDoc.positionintheUK,Ilookedtooverseas,to
the19thCentury.IreceivedmyPhDinJanuaryspendthenextyearortwo.WhenImadethe
1991fromtheUniversityofCoventry,acityinitialapPlicationaskingPro£Fujimorito
situatedinthemiddleofEnglandandhomeofcomeandjoinhislaboratoryforMagnetic
theJaguarcar.AndonlyashorthopfromMaterialsResearchatIMR,itwaswithfingers
Stratford-UponAvon,birthplaceofShake-crossedandsomeapPrehensionasI'dnever
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;・.Mikamine,overlookingthepark.Complete
』
鍾濠.withtatamifloors,aheaterdinningtabletoeat
疑添 ・nand・fut・nf・b・ddi・g・Al・・withinth・fi・st
--1L'N磁1翻 ・ 。t.wastheAobaMatsuriinIchi-ban-chodori,
'
、withacarnivalatmospherewhichwasabso-
/こ'∴llutelybrilliant.Thesecondexperiencewasthe
隷,li'. 、 、slnglecupoftea.MaybeIdon'thavethe
beeninJapanbeforeandIdidn'tknowwhatIforScientificMeasurements).Ibeganmy
waslettingmyselfinfor・AtthattimeIalsogotresearchworkonstudyingCo/Gdmultilayer
seriousandmarried,however,mywifewastofilms,sputterdepositedonbufferedsiliconsub-
joinmelaterasshewasstillcompletingherstratesbyKokiTakanashiinKinKen.The
studiesatthetime・Iwantedtocombinernygrouphadalreadyinvestigatedthetemperature
researchwork,honeymoonandthediscoveryofdependentmagneticpropertiesandfoundthe
anexcltlngeasterncountry.multilayerstoexhibitbothMagnetization
IchosethelaboratoryofProf.FujimoriincompentationandSpinflopatrelativelylow
KinKenbecauseitwasinvolvedinsomeveryfields.So,wethoughtitwouldbeinterestingif
interestingandrelevantprojectsandoneofwecouldshedsomelight(Laserlight)onthis
thesewastheexchangecouplingmechanisminexperimentviaBrillouinscatte血gusingthe
¢Lm・gn・ti・m・ltil・yers,whi・h・xhibit1・・g・high,e、 。luti。nF。b,y-P。,。ttand,m
magnetoresistanceandarepromisingfordeviceSpectrometernewlyconstructedbyAkiraYo-
apPlicationsinfutureharddiscs.Anotherrea-shiharainKaken.Theyearhasn'tallbeenplain
sonwasthatduringmyPhDresearchintheUKsailing,especiallywiththespectrometerstill
theymanagedtoshowahighmagneto-opticundergoingbetatestingandIgainingthe
responseinoneofthematerialsIwasworkingexperienceofusingit.Alsotheproblemof
onandsoIwasIookingforwardtocomingandstudyingaferrimagneticmultilayersysternby
workinginhisIaboratory。1ightscatteringhasbeenquitenewandthere
WhenIreceivedtheinvitationletterIwashasbeenalackofapPropriatemathematical
reallyexcited.AndinMay'921tookthelongmodel(s)toexplainourobservations.Withthe
flightfromLondontoTokyoandtheBulletuseofahighresolutionspectrometeranda
trainfromTokyotoSendai,OnarrivalIquick-powerfuldesk-topcornputerwehavemadeour
lystartedtoexperiencetheJapanesewayofmeasurementsandmodeledthemwithafair
life,livinginatypicalfamilyapartment,indegreeofsuccess,althoughwehavemadesome
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simplisticassumptionswhichwillhavetobeKokusaiCenter.Ihavewitnessedthisview
dealtwithinfuture,Forthepresent,wehavefromtheveryearlymorninghourstolateat
obtainedsomeinterestingresultswhichhavenightinallsortsofweatherrangingfromrain,
beenreportedatanInternationalconferencesnow,fog,mistandthechangingofthecolors
andvarioussocietymeetingswithinJapan・season・SincetheBayiscloseby,overtheyear
Asaninvitedresearcher,Ihavespentcon・IandmywifehavevisitedMatsushimaabout
siderabletimebetweenKinKenandKaKen,Buthalfadozentimes,AndinMarchwealso
duringmanyweekendsIhavetriedtoescapevisitedMiyajimainHiroshimaBay,secondof
anddiscoverSendaiandltssurroundiRgpre-thethreemostpopularscenicwonders.But,we
fectures,fromChUson-jiinHiraizumitoAbu-bothpreferMatsushima,probab王ybecausewe
kumad6inFukushima,InAugustIalsoboughtwenttheresooften.
myselfacar,anippylittleNissanPulsar,IInNovemberIwasinvitedtoattendacon・
ズ
experiencedlittledifficultyinadjustingtotheferenceinthecityofNagoya,theonlythingofl
trafficheresinceinEnglandwealsodriveoninteresttherewasNagoyaJ6,andtheweather
thesamesideandtherushhourtrafficdensitydidn'thelpasitrainedthewholeweek.Thecity
isnottoodifferent.HoweverthespeedsinremindedmetoomuchofBirminghaminEng-
Englandarehigher.InOctobermywifearrivedland.SowetookadrivedowntoIseShima,to
inJapan,andwespenttheflrstweekinKan-seetheIseJing亘shrines,wellworthitandmy
azawa,ToyamaandTateyama,Kanazawawefirstexperienceofactuallyseeinganabacusin
foundwasabeautifulcityandtheoldneigh-practicaluse,aswestoppedatastallandanold
borhoodswereareminderofpicturesqueJapan,ladytotaledourbillofgroceries,usingone,
andKenrokuengardenfreshingtowalkThatexperlencehasstuckforsomeoddreason.
through.InToyamawedidn'tfindanyattrac-Besidessightseeing,anotherpasttirneI've
tionsexcepttheoldtramlinethatranstraightpickeduphereiscollectingTelehonecards,I
throughthecityandsowemovedtoToyama.havecollectedsomeforthebeautifulphoto-
DrivingtotheAlperlroutewasanexperiencegraphs,andmanyassouvenirsfromailthe
especiallysinceI'dneverbeentotheAlps.placesIhavevisited.Andtelbphoninginterna,
we'velikedlivinginSendai,withitsrathertionalhashelpedmeaccuf蜘latearound300、
,paci。usr。ad,,andbuilding,c。nv,ni。ntlyca,d,i。t。t。1,。、y。uk。。wth。yg。tu,edupf。,tC
arrangedinBlocks.AndSendaiappearsmuchwhenphoningabroad.
morespaciousthanmanyoftheothercitiesAsforrnostforeignerslivinginJapan,Ialso
we'vevisited.1'veenjoyeddrivlngtothesur・facedanumberofdifficultiesinadjustingtothe
roundinghillsandfishinginthemountainswithlifeinJapan,themajordifficultybeingthe
Yoshihara,Theviewofthesurroundinghillslanguagebarrierand,atfirst,thefood.Unfor・
hasbeenimpressiveespeciallywhenacarpetoftunately,Ididn'thavethenecessarytimeorthe
colorsweepsthelanddurlngthemonthsofpatiencetolearnthelanguage.Ifoundits
October.Thisissomethlngweneverexperiencestructureconfusinganditsstrictcodeofpro-
inEngland.nunciationabitirksome.Ifoundthatwhenever
TheviewofSendaiIhaveenjoyedmosthasIsaidsomethinginJapanese,itwasmostly
beentheroadfromYagiyamaShiminCentermisunderstood,However,Ihavelearnttorec-
andYagiyamaDobutsu-endowntoIMR,tak-ognizebothKatakanaandHiraganacharac・
ingtherouteviaSendaiJo-shi ,andSendaiters,sothatIcandecipherthemenu,withthe
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assistanceofmyDataDiscmanandaBilingualcentury.Frommyexperienceifthereisone
electronicdictionary,Inthebeginningittookwordtoencompassthecharacterofthe
meawhiletogetusedtothedifferenttastearldJapanesethenthatwordhastobecindustrious'.
consistencyofthefood.ActuallyittookthreeIhaveseenthatpeopleherearedevotedto
monthsasIlostweightduringthisperiodmakingtheircontryacheaven'withadegreeof
beforestartingtoputitbackonagain.NowInationalismandunitywhichisnotpresentin
actuallylookforwardtoeatingsorneoftheothercountries.
dish,however,Istilldon'tliketheconsistencyThroughouttheyear,Ihavehadthemost
ofsomevarietiesofrawfish.Ihaveenjoyedwonderfulhospita工ityandhe!pfromeverybody
tastingallthevariousdishes.AndduringourbothatKinKenandKaKen.Oursecretary,Mrs.
travelsaroundJapan,Ihavebeenquitesur-Saito,hastakencareofmydomesticproblems
prisedatthegradualdifferencesintasteinwithefficiency.MythankstoherandShima-
t'goingfromSendaidowntowardsKyoto
.OfallSanforgettingmethecartotravelaroundin
thedishesmyfavoriteshavetobetheandrunningaroundtogetitfixedwhenthings
Tempura's.wentwrong.Mythanksalsotoallothermem.
IftherearethingsleftundonethenIwouldbersofbothLaboratoriesandaboveallto
liketohaveclimbedFujiyama,visitHokkaidoFujimori-Sanforinvitingmetothiswonderful
sinceI'vebeentoldthatit'sliketheEnglishcountryandmakingiteasyformetoworkand
countrysideandhaveseenaJapanesemarriageliveinSendai.Ihavealsohadthegenuine
ceremony.friendshipoftheTakanashifamilywhosehos-
Havinglivedhereawholeyear,myirnpres-pitalitytowardsmyselfandmywifehasbeenof
sionisthatJapanisaprogressiveindustrialkindnessandverymuchapPreciated.Iwill
nationwhichismovingaheadwithconfidence,alwaystreasurethisepisodeinmylifeandI
whilstmaintainingitsuniqueculturalheritagehopethatonedayIcanreciprocateallthe
andholdingtogetheritsdemocraticandcon-hospitalityandkindnessshownIandmywife.
surnersocietyasasingleentity.ThishasbeenFormypart,Ihavelearntagreatdealfrom
achievedasmuchbythehardworkofthemyshortstayinJapanandthepeopleIhave
peopleasmuchasbytheforesightandclearcomeintocontact.Allinall,Iandmywifehave
.1.directionfromthegovernment,whichhasfos-enjoyedourstayinJapan.AndIconsider
teredkeyindustrieswithhugeexpenditureonmyselftobequitefortunatetohavecometo
researchanddevelopment,withtheviewofwork,andliveinJapanatthismomentintime,
long-termism,permanence,andthepeoplescomingfromoneIslandwhichgavebirthtothe
interestinmind,ThishasbroughtJapananIndustrialrevolutionlastcenturytothisIsland
enviableandunprecedentedsuccessinalmostwhichwillachievetheheightofthatrevolution
everyhightechnologyfield.Thisisquiteathiscentury,andpropeltheindustrialworld
remarkablefeatforanynationwhichhasvir-intothenext,
tuallynonaturalresourcestorelyon,andanon
-existentmilitaryindustrytopushresearchand
developmentforward.Thereisユmpleinstruc-
tionhereforthenationsthatareindustrializing
nowandthoseindustrialbasesarewithering
awaytorestructuretheireconomiesforthenew
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ワークショップ報告
P9,pptレベ ル の 定 量
代表者 広 川 吉 之 助
1,は じめに3.成 果ならびにまとめ
現在微量分析の分野ではf9(/0-158)とかagり の報告で佐伯により科学技術進歩に対する予
(10-18g),DptとかPPQの 表現が出現するよう 測(科学技術庁)アンケート結果が紹介され,金 属
になっ た。金属分析 の分野 でもサブ μ9以下,中opbレ ベルの非金属元素分析が機器化,実 用
DDbレベルの定量がごく普通となりつつある。し 化される年代はおおよそ2003年前後,超高純度金
かし鉄,非 鉄を通じて金属中の非金属分析に対し 属の製造が工業化するのは2005年前後などとの
ては要望があるにもかかわらす,ま だそのレベル 話があり,予 測が的中するか否かは,こ れからの
の定量には多大の難問が存在 している。非金属元 研究成果にかかわっていることが明 らかにされ(
素の内,空 気中に多量存在 し,し かも比較的反応 た。2の報告で広川は昭和20年代から実用化され
性に富む酸素の超微量分析の問題点を明らかにす た各種金属中酸素分析法に対し,がス抽出,測定,
るため,酸 素の分析を主とし,上の名称でワーク 問題点について紹介した。3以 降の報告は実際の
ショ・ソプを開催 した。 問題点の発表,討論である。3として稲本により,
2.ワークショップ報告 これまで鉄鋼分野で酸素分析を実施するための必
ワークシ ョップ は/993年4月22日(木)/3時 要な標準試料中の酸素分析法について報告がなさ
30分より各講演時閤約30分前後,会 場は金属材 れ,この20年間ほど過去3回 にわたる共同実験の
料研究所3号 館会議室で次ぎのプログラ▲によ 結果,そ のなかの酸素含有量と再現性の問題 さ
り,開催された。 らに近年では微量酸素の分析が要求され,そ の場
1:挨拶(新 日鉄)佐伯 正夫 合には表面吸着酸素などの汚染を考慮せざるを得
2:金属中の酸素分析,思 い付くまま ず,標 準試料などの分析法には現在どんな問題が
(東北大)広川吉之助 付きまとうかなどの報告がなされた。高木は超高
3:鉄中の微量酸素分析 純度鉄 を作成する時にどのように酸素を除いた
(酸素分析用標準試料中の酸素について)か,超 高真空中での帯溶融,乾 水素中での焼鈍,
(新Eヨ鉄)稲本 勇 湿乾水素中での処理 で酸素が,そ の定量下限(3
4:高純度鉄中の酸素はどうやって除いたかppm)以 下にまで除去できることを報告 した。(
(東北大)高木 清一5は 高純度銅中の酸素として約0.忙)Dm前後
5:銅中の微量酸素分折現在,将 来 以下の低濃度酸素分析の共同実験結果の報告で,
(三菱マ)野村 紘一 この程度の高純度試料となると,分 析前の表面処
6:金属中極微量酸素分析装置の応用例と問題点 理方法が結果に大きな影響を与えていることが野
(LECO)森本 行俊,(堀場)伴 弘一 村により具体的に示され,さ らに中村により脱が
7:非鉄金属中の微量硫黄の分析 ス状態に対する補足説明が行われた。6は がス分
(住友鉱)戸田 英二 析装置メーカ ーによる最新の報 告で森本 は5
8:鉄中の極微量硫黄の定量Dom酸 素を含む鉄をランダムに細かく試料採取
(コベルコ)河村 恒夫 し,その一つ一つの重量差から0.忙>Dm以下の酸
9:まとめその他 素分析も可能である事を示 した。また伴により試
(NlくK)岩田 英夫 料溶融における空試験値の低下を図るために黒鉛
/0=終わりに るつぼの真空加熱による脱がス,さ らにるつぼか
(1日鉱共石)中村 靖 ら試料のせり出しを防ぐ万法の有効性,そ して銅
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中の酸素分析における表面洗浄法などホツトな話 どをとりまとめ岩田が現在の酸素,硫 黄分析法の
題が提供された。 限界について総括し,〔P村が本ワークショツブの
7,8は金属中微量硫黄の定量についての報告 名称09,Dptレベルの定量に金属中の非金属元
であり,戸田は還元気相導入ICP法に励起がスと 素の分析も確実に近すきつつあるが,ま だ材料の
して窒素を混入し感度上昇を試みた結果,検 出限 特性や機能面からの要望が十分に満たしていない
界3.5D【⊃bを得たこと,またイオンクロマ トグラ とした説明があり,今 回のワークショップを終了
フィーは,他 の共存 イオンを除 くと硫黄 は0.5し た。
DDMの検出限界で定量できることを示 した。河 ワークショツプとしてのインフォーマルであっ
村は鉄中の微量硫黄分析法のISO国際共同実験 たにもかかわらす,のべ55名の出席者があり,現
の結果0.00008%以上の硫黄が定量できる状態に 在このような超微量分析が要求されている大手金
あることを説明した。以上の発表に対する討論な 属各社からの出席者の発言も活擁であった。
({
酸化物高温超伝導体の磁束状態
東北大金研 小 林 典 男
1.は じめに 稟北大金研 岩崎 秀夫
酸化物高温超伝導体の超伝導状態の物性には著4.超 伝導多層膜の臨界電流と次元性
しい異常はなく,従 来の超伝導理論の範田壽で理解 干葉大理 野島 勉
されるといわれていたが,最 近,磁 場のある混合5.C>D-YBOO膜 における磁束ピニングの次
状態で数多くの興味深い現象が見いだされ,高 温 元性クロスオーバー効果
超伝導発現のメカニズ▲ばかりでなく,現 象論に 東北大金研 淡路 智
関しても,1日来の超伝導理論の見直 しが魁、要なの 昼食
ではないかと考えられている。本ワークショツプ 座長 渡辺 和雄(東北大金研)
では,混 合状態の性質に関して,特 に輸送現象の6.臨 界電流の角度依存性からみた磁束ピニング
lk異 方性やピニング現象との関連において,酸 化物 の異方性
高温超伝導体の磁束状態の性質を明らかにするこ 九大理 深見 武
とを[ヨ的として開催 した。7 .エ ピタキシャルBi、Sr、Oa,Ou,O、薄膜の臨
2.ワークシ ョップ報告 界電流密度の温度 ・磁束依存il生と磁界ピン力密
本ワークショップは,平成5年5月24日(月)り0度 のスケール則
時から/ア時まで金属材料研究所講堂において約 電総研 山崎 裕文
50名の参加者のもとに以下のようなプログラム8 .比 較的ピンが弱い場合の磁束バンドルサイズ
で開催された。 九工大情報工 松下 照男
/.挨拶 東北大金研 小林 典男 休憩
座長 小林 典男(東 北大金研)座 長 松下 照男(九工大情報工)
2.Bi系高温超伝導線材の臨界電流9 .磁束の運動の計算機シミュレーション
秋田大物質工 求田 明彦 名工大 榎本 美久
3.Yi-・Pr。Ba・Cu・Oy膜の異方性と磁束ピニ/0 .時間依存GL方 程式に基づく磁束構造の理論
ンプ 名大工 加藤 龍蔵
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M.乱 れた界面を持つ多層膜超伝導体のH、2や 磁化の履歴を計算した。この様なシュミレーシ
東北大金研 小山 富男 ヨンの手法は実験では見逃 している現象やミクロ
3.成 果 な動きをも明確にし大変興味深いものであった。
酸化物高温超伝導体の異方的な輸送現象を中心 また,小 山は多層膜超伝導の研究をさらに発展さ
とした5編 の実験サイドからの報告と,理 論的考 せ,層 状構造の乱れを理論に取り込んだ。これに
察に基づいた4編 の報告があった。本ワークショ よって,H,、で超伝導の芽が出来る位置が影響を
ツプの実験サイドからの報告では異方性と次元ク 受けることを明らかにした。この様な考えはより
ロスオーバーの問題が強く意識されていた。岩崎 現実に近いモデルを提供するであろう。
は,Y系 酸化物超伝導体にPr添 加を行い,Pr4.ま とめ
濃度とともに異方性の比が増大し,二 次元性が増 本ワークショップでは,遠 方からの参加者が多
大すること,ま たPr添 加によってはピニングカ 〈発表件数は少なかったものの充実したものであ
の増大は観測されないことを報告 した。ただ し二 った。次元交差の問題 あるいは新 しい手法によ
次元性の増加に関してはOUOチ エインの酸素の る研究など今後の発展が期待される。本ワークシ ー
問題が指摘された。一瓦 臨界電流の次元ク[コス ヨップに続いて酸化物高温超伝導における混合状 〔
オーバー現象が様々な物質で観測 されている。淡 態の研究を行っている研究者を中心に松島でミニ
路らは,C>D-YBCO膜 で2つ のタイプの臨界 シンポジウムを開催 した。ミニシンポジウムでは
電流の温度 ・磁場依存性を観測し,2Dピ ニング 混合状態の相図の問題に関して白熱した討論が行
と3Dピ ニングとの競合に起因するとした。同様 われたことを付記 してお〈。
の次元クロスオ 一ーバー効果は,深 見らによって,
YBaCuO,(NdCe)CuO,BiSrCaCuO,Bi
(SrLa)OuOでも広く観測されることが明らか
にされた。次元クロスオーバーのモヂル物質は超
伝 導二多層膜 で ある。野島 ら は 〉/○「(S/N),
Nb/NbZr(S/S')の多層膜を作製 し,いままで
言われていたH,2の次元交差ばかりでなく,臨 界
電流測定から混合状態でも次元交差現象が引き続
いていることを明らかにした。この様な研究は酸
化物高温超伝導体の性質の理解に新 しい視点を与
えるものと思われる。
-E,BI系酸化物超伝導体に関 して,永田iよ(
Bi2223系線材の加工と臨界電流の関連を調べ,カロ
エによるヒストリー効果の現われ方,不 可逆磁場
の温度依存性を議論 した。また,山 崎らはC軸 に
平行な磁界中の電気抵抗の温度 ・磁場依存性が磁
束クリープを考えた一つの関数形で表されること
を明らかにし,且 つ同じ考えで磁束ピン力密度の
スケール性を明らかにした。
理論的な立場からは,ま す松下はピンカが弱い
場合のバンドルサイズを求め,そ の結果として磁
化緩和から求められる見かけ上のピンポテンシャ
ルの温度依存性を説明した。一方,榎 本らや加藤
らは計算機シュミレーションに基づいて,混 合状
態の磁束の運動を調べ,そ れに起因する1-V特性
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人 事 異 動
(/993.3～1993.7)
転出及び退職
氏 名 年 月 日 転 出 先
申 川 康 昭1993,3.3/定 年 退職
山 田 玄 彦 り993.3.3/定 年 退職
諸 井 一 利 り993.3.3/定 年 退職
ホ公 本 昇/1993.3.3/定 年 退耳哉
星 彰/993,3.3り 定年 退職1
( 佐 藤 卓1993
.3.3り 定年 退職
佐 藤 美智子1993.3.3/定 年 退職
神 山 博1993.3,31辞 職
木公 本 言兼 典1993.3.31辞 職
森 田 博 昭 り993.4.1山 形大学 工 学部
梶 谷 剛/993.4.1東 北大学 工 学部
忍 窃 御/993.6,2辞 職
ベインズグ15弥/993
.6/5辞 職
新任及び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
(C三 谷 誠 司/993.4.4助 手 磁性材料学
中 田 俊 隆/993.4.'i助 手 結晶物理学
張 涛1993.4./助 手 非平衡物質工学
李 丙 澤1993.4,/助 手 不定比化合物物性学
河 村 能 人1993.4./助 手 溶解凝固制御工学
高 橋 学1993.4,/助 手 合金設計制御工学
竹 内 章/993.4./助 手 溶解凝固制御工学
グジェシク/993.4./6助 手 金属表面化学
ズビグニエフ
タレック/993.5./助 手 溶解凝固制御工学
ベナミュァー
世 良 正 文/993.7./助 教 授 低温物理学
王 向 東 り993.7.り 助 手 回折結晶学
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平成5年度 東北大学金属材料研究所 研究会 採択一覧
警 研 究 会 の 名 称 氏 代 名表所属㌔ 職 離 予 定 鯛 連朧
93-/強醐 こおける物性研究の展望 ∋甫 登 聯 灘5.6.dO-5.6.1/2醐 木戸 鞭
93-2藩 ノチN)Pな鋸 的化舗 のフェノレ 損 惇睦 聾 講5.7./-5.7.22E]P・9翻 直樹
93-3衝撃波と固体物質との相互作用 近藤 建一 離 議 謡 議5.7.t5～5.ア.162日悶 庄野 安彦
93-4鯛 下〔こある材*Nepのヘリウムと水素9B莇 窒繍 灘5、11.1/--5.11.り22醐松井 秀樹
93-5嚥 簿 シャ/レ制征日鑛 とその物醗 柵 正三 翻 蘂 理5.11A5-5.11.162日肛 灘 一郎
93-6ナ購 造aS・物理と化学 近藤1呆 墨憲姦塞理5.a1.25-5.り1.262日間 ノII添辟
93-7グリーンマテリア/レ 石m達 雄 醤 蕪5.り り.29-5.牲302日間 橋本 功一(
93-8是謁 姦 ム1こよる麺 原孔 べ/レ測 服 麗 遜 蕪 工5./2A6-5./2.G72E]P・S山願 衛
※開催期間は変更することがある。
平成5年 度 東北大学金属材料研究所 ワークショップ 採択一覧
難 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 名 称 官 ㌔ ∴ 者 名 離 綻 嗣
93-1【⊃9、【⊃ot一レベルの定量 教 授 広川吉之助5.4.22/日 間
93-2酸化物高温超伝導体の磁束状態 教 授 小林 典男5.6.3～5.6.42E]間
93-3シリコン[Pの成長欠陥と酸素析出 教 授 角野 浩二5.6.24～5.6.252日 間
93-4金属 ・半導体表面の反応素週程の動的観察 助 教 授 橋詰 富博5.6.28～5.6.292日 間
93-5グラニュラーマテリアルの構造と物性 助 教 授 隅山 兼治5.7.d5～5.ア./62日 間
93-6帖 子噺 の欄 麟 研究への応用 教 授 岨 泰男5.9.ア ～5.9.82日 間(
93-7セラミック材料におけるナノ構造制御とその特性 教 授 平井 敏雄5、10./1日 間
93-8種々の環境下におけるステップ移動様式 教 授 小松 啓5.10.ア～5.㈲.82日 間
93-9材料の機能性に関わる水素の挙動 助 教 授 青木 清5.10.28～5.10,292Eヨ間
93-/0MXchain錯体の電子素励起 助 教 授 黒EB規 敬5.11.8～5.M.92日 間
93-//ベ スメタルの高純度化 肋 教 授 安彦 兼次5.12.2～5A2.32日 間
※開催期間は変更することがある。
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平成5年度研究部共同研究課題の採択
平成5年 度の研究部共同研究については,平 成 題/47件の採択が下記のように決定されました。た
4年/1月/日～/2月りS日の間公募が行われまし だし,採 択された申請書のとおり全てそのまま認
た。応募申請書は1月25日開催の研究部共同利用 めると予算額を遙かに上回るため来所者数や来所
委員会ならびに採択専門委員会で審議され研究課 日数の調整が行われました。
研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93一り01高圧下の結晶成長 東 大 ・物 性 研 八木 健彦 小松研 小松 啓
`(g3引02生 体高分子の結晶成長機構の解明 広大 ・生物生産 佐藤 清隆yy小 松 啓
93-/03轟露 畿びFZ法1こよるBi系超伝導酸化騨 岩 手 大 ・鞘 重松 飼 ・ノ 林 成行
93-/04拡散場中でのステップの挙動と結晶成長 名 大 ・教 養 上羽 牧夫 〃 宮下 哲
93-/05翻酷 タキ洲 こより作製したGa喘 轟 名 大 ・工 輔 和政 〃1」 、松 啓
93-/06尿路結石の成長抑制機構に関する研究 徳島大・総合科学 小藤 吉郎 刀 小松 啓
93-1・7編無 層状鋸 問化合伽 圧力'腸 秀齪 転 東北学院大 ・工 鹿又 武 中川研 金子畝 郎
93-108RZn2(R:希土類)単結晶の磁性 九 州 工 大 ・工 北井 哲夫yy金 子武次郎
93-/09強相関電子系磁性体の強磁場下相転移の研究 電 総 研 伊賀 文俊yy木P義 勇
93-MeNIAs型化合物の強磁場 ・高圧下の研究 東 北 大 ・教 養 上村 孝 刀 金子武次郎
93-111藻鋸 カルコゲン化合物の異瓢 抗への励A戸 工 大 畑 悟 ・ 金子武糊
93-112AuMn2の磁性 東北大 ・素工研 松本 實]]金 子武次郎
(e93'113MEM(T。NQ)・磁 場下〔こ塑 る瀟 外胱 東 理 大'理 長坂 啓吾"木 戸 鞭
93-114籔芝藷 蜘 計 の繭 転移[こヌyする圧力な 獅 大・肛 晒 修一郎 ・ 金子武矧
93-G15繕里講 轟 ト型Mn鋸 蹴 合伽 磁気価 更北学院大 ・工 肥 齪 ・・fi{i・武矧
93-//6あ麗n1型希獺 『鉄族胎 物とそ膣 素化物 軌 学院大 ・工 後藤 隆夫 ・ 金子武次郎
93-//7離灘 額 導隔 衡 ジカルをもちいた分強 東 北 大 ・理 大塩 寛紀 ノ 茂木 巌
93-//8擬一元ラーベス相化合物の遍歴電子メタ磁性 岐 阜 大 ・教 養 山田 鋳二 刀 木戸 義勇
酬 螺 露 駕 藻 楚による金嗣 イ給 物中の第三兀 京 大 ・工 沼倉 宏 桜畑 宝野 和†専
93-/2・撃 罷 藷 怠銃 副 こお〔tる耀 成航 素の 長 崎 大 歯 錨 蕪 ・ノ 宝購 ロ†専
9釧2幅 畿 瀬 ノレ胱 法を用いた表醜 子波の散乱に 京 大 ・工 酒井 明 〃 桜井 利夫
93-a22葬査トン礼 顕微鏡1こお〔tる翻 蒸発[こ関する研 大阪府亘柵 科 坂田 甦 ・ 桝 利夫
93-A23Fl-STMを用いたK/Si表 面電子構造の解析 筑波大 ・物質工 重川 秀実 刀 桜井 利夫
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研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93-/24円一STMに よる高分子の表面 ・界面物性の研究 東 大 ・工 西 敏夫 桜井研 桜井 利夫
93-/25撚離 言繹 轟 ンパク1こついて・走査トンネ 東 大 ・医 剛1誰 ノ 桝 利夫
93引26鋼の拡散相変態界面における合金元素の化学平衡 茨 城 大 ・工 榎本 正人 刀 桜井 利夫
93-/2ア夢 トンネ/レ顕微鏡iこよるSiウェーハ表面oen阪 大 ・工 森 難 〃 桜井 利夫ぽ
93-/28㍊藷 緬 こおけるエピタキシヤ城 長棚 過 名 大 ・工 漕 彪彦 〃 桜井 利夫
93-/29酸化物高温超伝導体の熱的輸送現象と散乱機構 岩 手 大 ・工 能登 宏七 小林研 小林 典男
93-/30艮騙 栴TTF系 磯 超構 体の超音瀾 定[こ岩 手 大 ・工 吉澤 正人 繍 丹 艶 直即
9♂13煙露 難 場下の2>R・ii電孫 の量子ボーりし効果 学習院大 ・馴1[路 紳治 ノ 顯 哲郎
93-132三元新Mn(FeGa)asの磁陛 舗 工大 ウ エ 堀 富栄 壕 帰 山□ 糊
93-133酸化物磁性体に現れるいくつかの整合型磁気相 東 理 大 ・理 桃沢 信幸 刀 山口 泰男
93-134P電子磁性体の研究 愛 媛 大 ・工 冨吉 昇 刀 山口 泰男
93-135Feu3NbX、(X=S、Se)の低温中性子回折 筑 波 大 ・物 理 鈴木 隆司y]山 □ 泰男
93-136立方晶Sm金 属間化合物の磁性と伝導性 流 球 大 ・理 矢ケ崎克馬 刀 阿部 峻也
93-137藤トポグラ兀 よる磯 編 中飲 陥の輔 横浜献 ・姫 幅 謙一 解 研 解 浩=
93-138半導体単結晶における転位構造の生成 岩 手 大 ・工 今井 和郎y]角 野 浩二
93-139Si中のF=e-Bペアの挙動に関する研究 九 大 ・工 中島 寛 〃 末澤 正志
93一り40ポーラス ・シリコンの局所発光分析 九州工大 ・情工 西谷 龍介 〃 角野 浩二
93-141低次元シリコンの光 ・電子特性 東北大 ・反応研 松田 実yy角 野 浩二
(
93引42高圧下馨価半導体の金属相の理論的研究 岩 手 大 ・人 文 進藤 浩Hl添 研 大野かおる
93-143表面融解と趣微粒子の融解に関する理論的研究 岩 手 大 ・工 長谷川正之 刀 大野かおる
93-144磁性体におけるランダム性の効果 東京都立大 ・理 岡部 豊y/大 野かおる
93-145生体情報の波形及び時系列解析 東北学院大・教養 木戸 眞美 刀 川添 良幸
93-146細彌 造を持つ粘螂 物の陽電硝 滅1こよる研究 新 潟 大・理 ±S曲 騒 帰 長谷III獅
93-14ア沓吊 簾 灘 騰 螺 蕪 醸 ミックスの 九大 ・励 研 翫 英一 〃 崔暑III羅璽
93-14SIXZ.キシヤ帳 界面のイオンチヤネリングiこよ 京 大 ・工 厳 麗 〃 山口 貞衛
93-149金属一半導体界面の微細構造に関する研究 京 大 ・工 奥 健夫 〃 山□ 貞衛
93-150麗轟踪 δ雛 鴇 黙 鍵 催鷲 撫 過程 京大 ・原子 炉 蘇 駈 〃 長谷)11雅幸
9」15幌BS法[こよる窒素繊 翔 炭素人工格猴 の研 京 大 ・理 軸 貝U昭 〃 山□ 繭
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研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93-152趾召顕;び 単結晶下ttetの翻 鋸 鯖 膜 東北大 ・鞭 畑 朝 鵡)器 山□ 貞衛
93-153編魏 蚤 響 莫鯛 フェライト鋼oep性子 金 材 研 阿編 撹 松井研 松井 翻
9鉦15犠属間化舗 複胎 金の高温クリrm7elこ関する研 舗 工 大・工 燗 正久 ・y穰 靖議
93-155諜癩 ン照射した鋸 中のへIYウ▲の勤 こ関 東 大・工 香山 晃 〃 松井 秀樹
93-456謎雫錫 鮪 瀞 混頷 子イ而臼金錯1本硫酸塩の 東 大 ・教 養 松下 信之1二科研 羅 囎
93-15耀蛮 覚 頭ll一VI族化合雛 躰 のフオト 東北大 ・素珊 一色 実 ・ノ1一 科雄一郎
r.93-158水素結合結晶における高圧ラマン散乱 東 大 ・理 十倉 好紀 〃 黒田 規敬
9舗 聴 翻 験 る鋸'鍮 のアモ/レファス版 応 山 形 大 ・教 顯 難 鈴柵 鈴本 講
93-/6・娚 講 欝化舗 からの編 析出[こ及ぼす機棚 慶応 大・理工 仙名 保 ノ ㌫ 調
93一り61翫 薦 鑑 繍 斐{麟蹴 謙Fe「m「on熊 本 大・獺 臨 殖 〃 隅山 兼治
93-/62籠議 鑓 鶉 翻 機朧 鰻/ヒ舗 ガラスの 大肛 技謙 所 繊 貝U正 ノ 鈴本 調
93-/63Sic系アモルファス繊維の構造 大阪府立大 ・工 岡村 清人 〃 鈴木 謙爾
93-/64非晶質物質の動的構造の研究 神 戸 大 ・理 新井 正敏 刀 鈴木 謙爾
93-165アモルファスCe合 金の熱電能 富 山 大 ・理 桜井 醇児 刀 隅〕」 兼治
93-166雄ジウU一マグネシア錦 強lt合金1こ関する研 東 北 大 ・工 服 学 ・y鈴 木 調
93-167瞠酸塩ガラスのガラス転移点近傍における動的構 北 大 ・理 加美山 隆]」 鈴木 謙爾迫
93-168非晶質高濃度近藤系の核磁気共鳴 徳 島 大 ・工 大野 隆 〃 鈴木 謙爾
93-169≠翫 召搬 尾農 罐 盤 創 ノしコゲンSSの新 潟 薬 大 柿沼 醜y]鈴 木 言禰
(t:・
93-1ア0希土類磁性超伝導化合物の低温比熱 東 北 大 ・工 深道 和明 〃 鈴木 謙爾
93-17/議類飴 酸化物1こよるasの表酪 質礪 する 北 大 ・工 鋸 英隆 橋本石騰 本 功二
93-1ア2ゾルーゲル法による耐食性皮膜形成に関する研究 阪 大 ・工 柴田 俊夫y]橋 本 功二
93-173讐鉾 騨 極麺 胱 学的キヤラクタリti一名 工 大 ・工 燗 齪 ノノ 橋本 功二
93弓ア4フッ化物溶液中における材料の局部腐食特性 中国工技試験所 西村 六郎 刀 橋本 功二
9斜7嘱 ロン分鯛 アモノレファス合金の開発醐 する研 九肛 技謙 所 斉藤 明夫 ・ 橋本 功二
93-/ア6籠2講馨鞭 よび含鋸 膜被覆による耐食性 北 大・工 羅eigノ ノ 駆 功二
93-/ア7聰蕪 膜と透勘 素の反鮪 よびその翻 醸 岩 手 大・工 八代1ニ ノ 橋本m=
9釧7噌 蘭}嬉 レ勢 嬉 鶉 離 り/乍製したFe一 姫肛 大・工 山崎 徹 〃 邸 功二
9卸 曝 購 蕪 論 礫 欝 膜の安定性と半導舳 細 大 ・鋤 原 基 ・ 橋本 功ニ
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研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93-180シリサイドのアノード酸化挙動 慶 応 大 ・理 清水 健一 橋本研 橋本 功_
93一り81籠潔 囎 駈暫 法による鋸 一TiN系ガ 結 姫路工 大・工 鵬 徹 庄鼎 螂 安彦
93-/82高結晶性黒鉛のユゴニオ測定 無 機 材 研 関根 利守yy庄 野 安彦
93-/83TIを含む非鋼系酸化物超伝導体の探索 青山学院大 ・理 秋光 純 刀 庄野 安彦
93-/84衝撃圧縮がラスの生成とその構造 金沢大・自然科学 奥野 正幸 〃 庄野 安彦
93-/85衝突脱がスに関する実験的研究 東 大 ・理 比屋根 肇 〃 庄野 安彦
93-186金属qコにおける非金属元素の体積と圧縮特性qコ 央 大 ・理 工 深井 有 〃 庄野 安彦e ,
93-187欝籠 究 繍 ナイト反鯨 形/反磁 結の基 東 大 ・工 相澤 龍彦 ・ノ 庄里予 賜
93-188Bi系超伝導体T。の微細構造依存性 山 形 大 ・工 神戸 士郎 刀 庄野 安彦
93-189テクト珪酸塩の圧力誘起相転移の分光学的研究 埼 玉 大 ・理 森岡 義幸 〃 庄野 安彦
93-190鯖慧論 系アモ1レファス合金箔の螺 透甜 こ 化 技 研 臓 畝 躰 研 躰 健
93判9橿誌 スmaアモ/レファス合金を原料とする触 鹿脂 大 ・工 高橋 瀬 〃t曽 本 健
93-192野鯛 法1こよる制振合金の離 能化燗 する研 剰b大 ・工 醒 泰文 〃 躰 健
9}19噛力二n」LVyロイング{こよる新素材開発と材轍 防 蹴 学 校 木村 †S・・ 増本{建
93-494急冷凝固Tl-Pd-Ni合金の相変態 東北大 ・素工研 松本 實 刀 青木 清
93一り95径駆 パN)"iS)法によるN幽 ピ物胎 成と甑 特 鰯 工縞 専 鉢 建二 欝 研 難 離
93-/96人工糖 膜超薦 体の翻 翻1こ関する研究 岩 手 大 ・工 翻 學 ノ 灘 驚
9釧9嶢 圧下{こおける鋸 人工擶 の繭 抵拗 果の測 躰 大 ・鞭 臨 殖 ノ 麟 蔽
㈱ 磯 募耀 ルコーゲン1ヒ蹴 高r±"as横浜跡 ・工 禅 素英yy吉 田 肇(
93-/99単原子層制御人工格子多層膜の界面反応と磁性 岩 手 大 ・工 中嶋 英雄 刀 藤森 啓安
93-20・甜 高圧翻 法[こよるZnSe単編 の献 岡山蹴 ・理 大森 健三 融 研 喬畢 鶉
93-20/化合物半導体結晶の欠陥と光学的評価 長 岡 技 大 ・工 飯田 誠之 刀 福田 承生
93-202離騰 鍵 講 茗議yト ・ぺ巳刀 カイト 金 材 研 臆 充典 〃 細 甦
93-203新自己高調波結晶のレーザー評価 阪 大 ・工 佐々木孝友 刀 福田 承生
93-2・4鞠議靭 輪 晶の高品1立化【こ関する材糊 九 大 ・工 蘭 則幸 ・ 細 甦
93-205属魁%臨 瀟 躇 元素)の単結晶散 結晶 東 大 ・理 堀内 弘之 ・ rem灘
93-206新機能光学結晶育成技術の研究 電 総 研 大西 紀男 刀 福田 承生
93-20ア金属系化合物の結晶育成に関する研究 阪 大 ・工 大中 逸雄 刀 福田 承生
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研 究 代 表 者 所 内 研 究 者
番 号 研 究 題 目
所 属 氏 名 研究室 氏 名
93-208コーフー、ソド材料の機械的特性とその評価 琉 球 大 ・工 銘メ1」春栄 平井研 平井 敏雄
93-20螺舞9募 鶉 隷 轍 物超電導薄膜の舗 と超 山 形 大 ・工 鵡 劃 ・ 平井 麟
93-210編錨 と編 騰iピN　 C複舗 粉末の高 湘 南 工 科 大 天野 忠B召 〃 平井 麟
93-21/験を含asuea酸化物強講 体薄膜の電気光学的 炉 工大 ・工 増田陽一良B・・ 平井 麟
93-2/2籠ll4召歪粉 冥刃 ポIYマーを前馬区体とした機 軌 大 ・反応研 松田 実 ・/Pt#麟
93-2/3シリコン基セラミックスの高温酸化 菓 北 大 ・二[井口 泰孝 〃 平井 敏雄
19」2/嘱 モルファス合金の急速加熱下の鞠 こ関する研 蘇 大 ・工 早乙嫌 典 井上研 井上 明久
93-2/5鋸扁 纏 颪 墾 韓 識 給 金防 ける非 熊 本 大・工 醐 稔 〃 井上 明久
93-216ア1しミニウム基準結晶の超塑性に関する基礎研究 大阪府立大 ・工 東 健司 〃 井上 明久
93-217墓壽 あ蕎盒 蕪 擁 カーsekAl-N{系ガ 結E-,JNINI大・雛 杉本 公一 ・ノnt明 久
93-2/8アモルファス合金の高温酸化週程の解析 秋 田 大 ・鉱 山 品田 豊 刀 井上 明久
93-219蟹で囲まれたナノ準綿 の生成とそ磯 棚 棚 大 ・erALD灘 充 〃 井上 明久
93-220縫離 るつぼ翻 法[こよるLa基合鎌 体の 姫 肛 大 ・工 山崎 徹 〃 井上 明久
93-221アルミニウム合金の表面改質に関する研究 秋 田 大 ・鉱Ln田 上 道弘 花[ヨ研 花田 修治
93-222謎襲 饗 杢譜 耀 誰 擁翻 異した高 謎 誼 翻 木村 晃彦 ・・ 諦 隆幸
93-223Ni,Alの高温強度特姓の改善 岩 手 大 ・工 干葉 晶彦 〃 花田ll多治
93-224LI、型金属悶化合物の高温変形と転位組織 宮 城 高 専 吉田 光彦 〃 高杉 隆幸
93-225Bi系高温超伝導材料の臨界電流密度と組織 秋 田 大 ・鉱 山 永田 明彦yy花Eヨ 修治1〈'
93-226鉄合金の一次相転移過程のHREMに よる研究 阪 大 ・基 礎 工 大嶋隆一郎 平賀研 平賀 費二
93-227金蒸着薄膜の初期構造について(Il)東 北 工 大 ・工 大塚 康邦 〃 平賀 費二
93-228高分解能電子顕微によるNi3Al中の転位観察 岩 手 大 ・工 千葉 晶彦 刀 平賀 費二
93-229金属/セラミ・yクス界面の高分解能顕微鏡観察 東 大 ・先 端 研 佐々木 元 刀 平賀 賢二
93-230遷i移金属Laves相構造中の欠陥とその挙動 広 島 大 ・理 北野 保行yy平 賀 賢=
93-231規則格子型準結晶の構造研究 名 大 ・教 養 石政 勉]]平 賀 賢二
93-232轟i謬}『状謙 合鋤R亦 目変態1こともなう電子 阪 大 ・産 研q・Nm・ ・ 轄X
93-233翻合成し劒 胴 セラミックスの離1こ関する 阪 大 ・工 佐分利罐 〃 平賀 賢二
93-234難蕪 温超f云導体の轍 元素イか 騰 と酸素 東 北 大 ・工 謡 好民 広111研広帖 勘
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研 究 代 表 者 所 外 研 究 者(代表)
番 号 研 究 題 目
研究室 氏 名 所 属 氏 名
93-3・傾 温超1講体傭 子構造と超1云導特性の理甜 研V柵 立木 昌 名 大 ・工 前」ll樋
93-3・2嚢温超{云導体1こおけるキャリアードー磯 構の研 ・ 跡 昌 静岡大 ・電珊 罰 甦
93-303超伝導酸化物単結晶育成の研究 小松研 林 成行 東 北 大 ・工 越後谷淳一
93-304半導体表面のアルカリ金属吸着系の基礎研究 桜井研 桜井 利夫 東 大 ・物 性 研 寺倉 清之
93-305Si中の酸素の集合週程に及ぼす酸素濃度の影響 角野研 角野 浩二 金 沢 大 ・教 養 馬替 敏治
93-306マイクロクラスタ 一ーの構造安定性 川添研lll添 良幸 姫 路 工 大 ・理 菅野 暁
93-3・ア 勢 うクラスターのコンピューターシミュレー 〃 川添 良幸 東 大 ・理 近藤 保(
93-3・8鰯ヨ診菖禦 鰹 彗 騨 警皇否イド形成 ノ 川添 匪 青 森 殖 大 神山 博
93-3・9各種炭素材料の照騰 の研究 毒)器 山□ 貞衛 核 融 合 研 細 鞘
93-310イオン注入した無機物結晶のイオンビーム解析 〃 山□ 貞衛 原 研 楢本 洋
9♂31嵯『位測定法[こよる超欄 子の表面決定成分の同 庄蜘 香」ll8宏山形大 ・擁 縣 隔
93-312準結晶の構造解析に関する研究 増本研 増本 健 無 機 材 研 山本 昭=
9♂31薙欝 雪糀 譲 ランWド イオンの選択 馴 研 臓 伊鵬 静 岡 大・理 菅沼 英夫
(
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最近発表された論文等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
FerrousMetalsandAlloys
93-001RoleofSoluteA、tomsonIntergranularAbikoK.andI、iuC.M.Proe.RobertI.Jaffee
FractureinHighPurityIronAlloysMem,Sy皿P.Clean
Mater.Technol,,ASM,
Chicago,(1992),9-16
93-002EffectofSiliconontheKineticsofSaitoN.,AbikoK.Mater.Trans.JIM,34
ε 一CarbidePrecipitationinHighPurityandKimuraH.(1993),202-209
Fe-CAIloys
(;93-003結 晶 粒 界 分 析 の 展 望 安 彦 兼 次 日 本 金 属 学 会 会 報31
(1992),!62-164
Non-FerrousMetalsandAlloys
93-004AtomProbeStlldyofthePrecipitationHonoK.,SanoN.,ActaMetall.Mater.,
ProcessinAl-Cu-Mg-AgAlloysBabuS.S.,OkanoR.41(1993),829-838
andSakuraiT.I
SemimetalsandSemiconductors
93-005AnOpticalStudyofCde.98gCoe.ellSeinInoueM.,AdachiN.,PhysicaB,184(1993),
HighMagneticFieldsMogiI.,KidoG.,441-444
NakagawaY.andOkaY.
93-006Non-Equilibriumf.e.c.PhaseandValenceIvanovE,,Su皿iyamaK.,J.AlloysCompd.,192
FluctuationinImmiscibleYb-CeAlloyYa皿auchiH.andSuzukiK.(1993),251-252
ProducedbyMechanicalAlloying
93-007X-RayDiffuseScatteringinIwasaK.,WakabayashiN.,J.Phys.Soc.Jpn.,61
[Pt(en)2】[PtCl2(en)2](ClO4)4SakaiM.,KurodaN.(1992),3625-3630
('iandNishinaY.
93-008High-FieldMagneto-LuminescenceinMatsudaY,,KurodaN.,JJAPSupPl.32-1:
Cd,.9Mnz.1SeunderHighPressuresatMogiI.,KidoG。,Proc.5thInt,Conf.
4.2KNishinaY.,NakagawaY.,HighPressurein
AndersonJ.R.SemiconduetorPhysics,
and〔liriatW.ed.byT曹Araiand
S.Onari,Kyoto,1992,
(1993),270-272
93-009Stimuia.tedEmission1)uet〔}theMorimotoT.,ChibaM.,Semieond.Sci.
MagnetoelectricPhotoeffectinKidoG.andTanakaA.Technol.,8(1993),
Narrow-GapSemiconductorsattheQuantumS417-S423
瓦imit
-21一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
93-010Stimula.tedLandauEmissionbyEMFMorimotoT.,ChibaM.,PhysicaB,184(1993),
ExcitationwithApPlicationtoUedaS,,KidoG.123-127
SpectroscopyofInSbattheQuantumandInoueM.
Lim玉t
93-011High-PressureRamanStudyofVibrationalSakaiM.,KurodaN、Phys.Rev.B,47
SpectrainCrystallineAcetanilideandNishinaY.(1993),150-157
93-012MagneticandElectronicStrueturesofWadaS.,FurukawaY.,J.Phys.:Condens.
AntiferromagneticI、a2NiO,+6andKaburagiM.,1{ajitaniT.,Matter,5(1993),
La2-xSrxNiOa+s:13gLaNuclearQuadrupoleHosoyaS.andYamadaY.765-780
ResonanceStudy
93-013陽 電 子 消 滅 法 を 用 い る 半 導 体 材 料 の 分 析 長 谷 川 雅 幸 ・ 伊 藤 泰 男 ぶ ん せ き(1993),[2]
102-109(
RefractoryMaterialsandCera皿ics
93-014Non-S七〇iehiometryofTitaniumNitrideJiangC.C,,GotoT.J.AlloysColnpd.,190
PlatesPreparedbyChemicalVapourandHiraiT.(1993),197-200
Deposition
93-015AQuasielasticNeutronScatteringStudyKamiyamaT■!Shibatal{.,KENSRep.,9(1993),
0fTitaniumAlkoxideSolutionintheYoshidaN.,KamiyamaT,105
So1-GelProcessandSuzukiK.
93-0161nterfaeeStructureofSi3NaMatrixSasakiG.,SuganumaK,,Hater.Res.Soc.Symp.
Compositewi『bhNano-Me七erScaleSiCFujitaT.,HiragaI{.Proc,,287(1993),
ParticlesandNiiharaK.335-340
93-017Low-TemperatureSynthesisofZhangW.,SomenoY.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
C-Axis-OrientedPolycrystallineAluminumSasakiM.andHiraiT.32(1993),L116-1、119
NitrideFilmsbyElectronCyclotron
ResonaneePlasmaChemicalVapor
DepositionUsingAIBr3-N2-H2-ArGas
Sy・七・m(
93-018マ イ ク ロ 波 プ ラ ズ マCVD法 を 用 い た 染 野 義 博 ・ 佐 々 木 眞 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 学
A1-C-O-N膜 の 合 成 平 井 敏 雄 術 論 文 誌101(1993),
212-216
SuperconductorsandSupereonductivity
93-019(Pb,Sn)Mo6S8MonofilamentaryWireslHamasakiK.Sci.Rep.RITU,A37
PrGducedbyHIPTechniqueandWatanabeK.(1992),51-58
93-020PreparationofSuperconductingOxideHiraiT,,YamaneH.,ChemicalDesigningand
FilmsbyElectronCyclGtronResonanceMasumotoH.,GotoT.,ProeessingofHighTc
PlasmaSputteringandThermalChemica!OmoriM.,WatanabeK.Superconductors,ed.
VaporDepositionandKobayashiN.byK.Fueki,(1993),
-22
番 号 題 目 発 表 者 謁 載 誌 等
171-176
93-021AStudyontheFluxPinningAnisotropyIkebeMりObiY.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
inNb/Al203StlperconductingMultilayersFujishiroH.32(1993),55-59
andFujimoriH.
93-022SuperconductingProPertiesofNb3AlIkedaK.,SaitoS.Sci.Rep.RITU,A37
WiresFabricatedbytheClad-ChipandHanadaS.(!992),26-34
ExtrusionMethodI
93-023SupereonductingPropertiesandStrainKamataK.,SuzukiY.,Sci.Rep.R工TU,A37
EffectsinHighFieldsforMoriaiH.,InoueK.,(1992),99-107
Bronze--ProcessedMultifiIamentaryItohK.,TakeuchiT.,
(Nb,Ti)3SnWiresandComposite-ProcessedTachikawaK.,WatanabeK.,
`'UltrafineFilamen七Nb3AlWiresMutoY,,KatagiriK.,
NotoK,andOkadaT.
93-024StrainEffectsinNl〕3AlMultifilamentaryKatagiri王(.,OhgamiM,,Adv,Cryo9.Eng.
WiresOkadaT.,KurodaT.,(Mater.),38(1992),
WadaH.,InoueK.,827-833
No七〇K.,IshiiM.,
WatanabeK.andKodakaH.
93-025Stress/S七rainEffec七sinAdvancedKatagiriK.,OkadaT.,Sci.Rep.RITU,A37
SuperconductingWiresNotoK.,NagataA.(1992),92-98
andWatanabeK.
93-026StrainEffectsinPbMo6S8WiresKatagiriK.,SeoK.,Adv.Cryo9.Eng.
OkadaT.,KuboY.,(Mater.),38(1992),
FujiwaraF,,Notol(.,843-849
MoriiY.,IshiiM.
andWatanabeK.
93-027Transfer-lntegralExpansionforthed-pKataokaM.J.Phys.Soc.Jpn.,62
ModeloftheCuO2Plane-GroundState(1993),215-223
(/tiof七heUndopedSys七em-〆
93-028CriticalCurrentDensityofMelt(QMG)-KimuraK,,MiyamotoK.,Sci.Rep.RITU,A37
ProcessedYBa2Cu30xBulkSuperconductorsHashimotoM.,WatanabeK.,(1992),190-197
AwajiS.andKobayashiN.
93-029StudyofResistiveSuperconductingKobayashiN.,KawabeH.,.Sci.Rep.R工TU,A37
TransitioninYBa2Cu307FilmsWatanabeK.,AwajiS.,(1992),143-150
1wasakiH.,YamaneH,,
KurosawaH.,HiraiT.
准ndMutoY.
93-030Developmentofinsi七uProcessedNb,SnKohnoO.,SaitoT.,Sci.Rep.RITU,A37
SuperconductingWiresforHighFieldSadakataN.,SugimotoH.,(1992),84-91
ApPlicationsGo七 〇K.andWatanabeK.
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
93-031UpPerCriticalFieldandResistiveTailI(oikeY.,NojiT.,Sci.Rep.RITU,A37
inHigh-ToCupratesSaitoY.,KobayashiN.,(1992),151-160
NakanomyoT.,GotoT.
andFukaseT.
93-032EvaluationofPb}Io6S8CoilsKuboY,,NagaiT.,Sci,Rep,RITU,A37
Uchil{awaF.,(1992),67-74
UtsunomiyaS.,
KobayashiN.,NotoK.
andKatagiriK,
93-033SpinandChargeFluctuationandMatsumotoH.,IshiharaS,J.Phys.Chem.Solids,
ElectronicStateinHigh-TcandTachikiM.53(1992),1507-1514
Superconductors
(、
93-034SupereonductingPropertiesofMatsunoS.,UchikawaF,,Sci.Rep.RITU,A37
YlBa2Cu307-xMOCVDFilmsunderHighYoshizakiK.,(1992),183-189
MagneticFieldsKobayashiN,,WatanabeK.,
MutoY.andNakabayashiY.
93-035MagneticFieldDependenceofCriticalMimuraM.,UnoN.,Sci.Rep.RITU,A37
CurrentDensityforSi!verSheathedTanakaY.andWatanabeK.(1992),176-182
Bi2Sr2CaCu20xWires
93-036AnAttempttoProduceaLongMoritaH.,WatanabeK.,Sei,Rep.RITU,A37
SuperconductingNbNWirebytheReaetiveNotoK.,KatagiriK.,(1992),44-50
SputteringMethodWatanabeR.
andFujimoriH.
93-037High-FieldPropertiesof(Nb,Ti)3SnWireMuraseS.,NakayamaS.,Sci.Rep.R工TU,A37
FabricatedbytheTubeProeessAokiN.andKobayashiN.(1992),125-134
93-038TheAnisotropyofTransportCriticalNabatameT.,WatanabeK.,Jpn。J.ApP1.Phys.,
CurrentDensitiesinT12Ba2Ca2Cu30xThinAwajiS.,SaitoY.,31(1992),L1041-L1043
FilmsunderMagneticFieldsupto20TAiharaK,,KamoT.
、ndM、t,、d、S.(
93-039TheModulatedStructureandExeessNamekiH.,KikuchiM.IPhysicaC,206(1993),
0xygeninSuperconduc七ingandSyonoY.227-232
Bi2(Sr,Nd)2CuOy
93-040RecentProgressofAdvancedHighFieldNotoK,,MatsukawaM.Sei.Rep.RITU,A37
SuperconductingMaterialsandWatanabe1{.(1992),7-17
93-041ReinforeingStabilizersforLargeScaleNotoK,,MatsukawaM.,FusionEng.Des.,20
and/orHighFieldsuperconductingKatagiriK.,IwabuchiA.,(1993),455-462
MagnetsSatoT曹,WatanabeK.,
KawabeH.,FukutsukaT.
andMonjuY.
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番 号 題 目.発 表 者 掲 載 誌 等
93-0420rderedArrangementofCarbonandCoPPerOhnishiN.,MiyazakiY.,PhysicaC,207(1993),
AtomsinYamaneH,,KajitaniT,,175-184
(Cz.4Cuz.6)Sr2(Yz,86Sre.i4)Cu207HiraiT.andHiragaK.
93-043ResistiveDissipationintheFluxLiquidQiuX.G.andTachikiM.PhysicaC,207(1993),
StateinHigh-Temperature255-260
Superconductors
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93-143BehaviourofDislocationsinGaAsYonenagaI.andSuminoK.J.Cryst.Growth,126
RevealedbyEtchPitTechniqueandX-ray(1993),19-29
Topography
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93-144DynamicActivityofDislocationsinYonenagaI.andSuminoK.J.ApP1.Phys.,73
GalliumPhosphide(1993),1681-1685
93-145企業 の 研 究 所 か ら大 学 の 研 究 所 に転 身 し て 福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌19
(1992),261-262
93-146酸化 物 単 結 晶 作 成 に お け る 内 部 輻 射 岡 野 泰 則 ・ 福 田 承 生 日 本 結 晶 成 長 学 会 誌19
一 結 晶 の 色 と熱 移 動 一(1992) ,282-289
1mpurityEffect
93-147TheIdentificationofSiDonorStatesinKangJ.andHuangQ.1J.ApPl.Phys.,72
AlxGai_xAsbyPhotoluminescence(1992),1395-1398 ズ
93-148Te-RelatedDonorStatesinAlxGai-xAsKangJ.,HuangQ.,Mater.Sei.Forum,t.
HoshikawaK,andFukudaT.117-118(1993),
363-368
93-149NewOptiealAbsorptionI、inesinSuezawaM.andSuminoK.J,ApPl.Phys.,73
Hea七一TreatedGalliumArsenide(1993),992-994
93-1500PtiealAbsorptionLinesinHeat-TreatedSuezawaM.andSuminoK.Mater.Sci.Forum,
GaAs117-118(1993),
357-362
MetalWorkingandJoining
93-151ANewFabricationProcessofTiNiShapeSaitoS.,WachiT.Mater.Sci.Eng.,A161
MemoryWireandHanadaS.(1993),91-96
AmorphousandLiquidState
93-152DynamicsofaNO3-IoninMoltenRbNO,KamiyamaT,,ShibataK.KENSRep,,9(1993),
andI、iNO3andSuzukiK.102-104
93-153St・uct・・a1St・dy・fD・,ag・・alM・t・ub・raE、,W…d・Y.,M・ter.T・ ・n・.JIM,34(
Al65Cul5Co2zAlloybyAnomalousX-rayTsaiA.P.,InoueA,(1993),151-154
ScatteringMe七hodandMasumotoT.
93-1541nternalFrictionandStructuralMyungW.N.,KimS.J.,J,Non--Crys七,Solids,
RelaxationofAmorphousFe-Mn-PAlloysJangD.H,,OkumuraH.,150(1992),406-412
1noueA.andMasumoteT.
93-155EnthalpyRelaxationandCurieNohT.H.,InoueA.,J.Non-Cryst.Solids,
TemperatureBehaviorinFe-(Ni,Co)-ZrFujimoriH.152(1993),212--218
AmorphousAlloysandMasumotoT.
CrystalStructure
93-1561TheStructureofA13Mn=CloselHiragaK・ ・KanekoM・・Iphilos・Mag・B・67
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RelationshiptoDecagonalQuasicrystalsMatsuoY.andHashimotoS.(1993),193-205
93-157StructureStudiesofCeA103TanakaM.,ShishidoT.,J.AlloysCompd.,192
HoriuehiH.,ToyotaN.,(1993),87-89
ShindoD.andFukudaT.
ElectronicStructure
93-158Core-LevelElectronicStatesoftheFukudaY.,SanadaN.,Phys.Rev.B,47
YBa2Cu30りBr,SupereonductorStudiedbySuzukiY.,GotoT,,(1993),418-421
X-rayPhotoelee七ronSpectroscopyNagoshiM.,SyonoY.
andTachikiM.
93-159Ab-initioMixed-BasisMolecularDynamicsKamiyamaH.,OhnoK.,ComputerAided
(』SimulationofC6eMaruyamaY.andKawazoeY.Innova七ionofNew
MaterialsII,ed.by
M.Doyama,etal.,
ElsevierSci.,(1993),
143-146
93-160ElectronicStructuresofLayeredC6zKawazoeY.,KamiyamaH,,Jpn.J.ApP1.Phys.,
andC7zonSi(10〔))SurfaceMaruyamaY.andOhnoK.32(1993),1433-1437
93-16101sCoreI、evelsofBi-Sr-Ca-Cu-ONagoshiM.,FukudaY.,J.EleetronSpectrose.
SuperconductorsStudiedbyX-raySanadaN.,SyonoY.,Relat.Phenom.,61
PhotoelectronSpectroscopyTokiwa-YamamotoA.(1993),309-322
andTachikiM.
EleetricalProperties
93-162パ ラ レ ル ラ イ ン を 用 い た 高 周 波 透 磁 率 測 定 木 村 卓 也 ・ 三 寺 正 雄 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌17
寺 坂 正 二 ・ 野 瀬 正 照(1993),497-502
松 本 文 夫 ・ 松 木 英 敏
藤 森 啓 安 ・ 増 本 健
《'MagneticResonanceandM6ssbauerEffects
93-16377SeNMRStudiesofValeneeTakagiS.,SuzukiH.,J.Magn.Magn.Mater.,
FluctuationinSM3Se40chiaiA.andSuzukiT.116(1992),77-79
Surface,InterfaceandTunneling
93-164AdsorptionofNaontheGaAs(110)BaiC,,HashizumeT.,Jpn.J.ApP1.Phys.,
SurfaceStudiedbytheField一工on-JeonD.R.andSakuraiT.31(1992),1、1117-L1120
Scanning-Tunneling-Microseopy
93-1650xygenAdsorp七iononAg(110)StudiedbyHashizumeT,,Ultramicroscopy,42-44
theFI-STMTaniguchiM.,MotaiK,,(1992),553-555
LuH.,TanakaK.
andSakuraiT.
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93-166ScanningTunnelingMicroscopyofOxygenHashizumeT.,Surf.Sci.,266
AdsorptionontheAg(110)SurfaceTaniguchiM.,MotaiK.,(1992),282-284
1川H.,TanakaK.
andSakuraiT.
93-167FieldIon-ScanningTunnelingMicroscopyHashizumeT.,WangX.D.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
StudyofC6eontheSl(100)SurfaceNishinaY.,ShinoharaH.,31(1992),L880-L883
SaitoY.,KukY.
andSa.kuraiT.
93-168Homo-EpitaxialGrowthontbeSi(111)7×71chimiyaA.,HashizumeT.,Ultra皿icroscopy,42-44
SurfaeeIshiyamaK,,MotaiK.(1992),910-914
andSakuraiT.
93.169M。1,,、1、,Spect,。sc。pyi、M,than。11nab、A.,K・ ・i・at・T,KENSRep.,9(1993),//
MonolayerAdsorbedontheSurfaeeofandShibataK.184
Graphite
93-170StructuralandElectroniePropertiesofJeonD.R.,HashizumeT,,Phys.Rev.Lett.,69
0rderedSingleandMultipleLayersofNaSakuraiT.andWillisR.F.(1992),1419-1422
0ntheSi(111)Surface
93-171ScanningTunnelingMicroscopeStudyofJeonD.R.,HashizumeT.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
theStrueturalTransformationoftheWangX.,BaiC.,MotaiK.31(1992),L501-L504
Si(111)7×7SurfacetotheNa-lnducedandSakuraiT.
3×1Surface
93-172FI-STMInvestigationoftheSi(111)2xlMeraY.,HashizumeT.,Ultramicroscopy,42-44
CleavedSurfaceMaedaK,andSakuraiT.(1992),915-921
93-173X-RayPhotoelectronSpectroscopicOkuM.J.Chem.Soe.Faraday
StudiesontheKineticsofTrans.,89(1993),
PhotoreductionofFeEIiin743-748
Single-erystalK3(Fe,Co)(CN)6Surfaces
Cleavedinsitu (
93-174DynamicsofAtomical]、yThinRafii-TabarH.Jpn.」.ApPl.Phys.,
正、ayers-SurfaceInteractionsinandKawazoeY.32(1993),1394-1400
Tip-SubstrateGeometry
93-1751nfluenceofClusterSizeontheRafii-TabarH,ComputerAided
Nano-MeehanicsofTip-SubstrateandKawazoeY,InnovationofNew
InteractionsMaterialsII,ed,1〕y
M.Doyama,eta1.,
ElsevierSci.,(1993),
627-630
93-176AS七udyofAlkaliMetalAdsorptiononSiSakuraiT.,HashizumeT,SpringerSer.Mater.
SurfacesbyFieldIonScanningTunnelingandHasegawaY,Sci.,17(1992),
MicroscoPy227-236
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93-178BoundaryStructuresofthe(n×1)Ad〔 王edTaniguehiM.,TanakaK.,Chem.Phys.1、ett.,192
RowsofAg-OChainsonaAg(110)SurfaceHashizumeT.(1992),117-121
andSakuraiT.
93-1790rderingofAg-OChainsontheAg(110)TaniguchiM.,TanakaK.,Surf.Sci,1、ett.,262
SurfaceHashizumeT.(1992),L123-L128
andSakuraiT.
93-180電 解 イ オ ン ー 走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 日 本 物 理 学 会 誌47
(1992),34-40
93-181走 査 ト ン ネ ル 顕 微 鏡 に よ るSi表 面 の 観 察 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 表 面 新 物 質 と エ ピ タ ク
シ ー,日 本 物 理 学 会 編,
培 風 館,(1992),92-104
93-182シ リ コ ン 表 面 上 の ア ル カ リ 金 属 吸 着 相 桜 井 利 夫 ・ 橋 詰 富 博 固 体 衰 面 の 物 理 一 表 面 新
西 敏 失 ・ 神 谷 格 物 質 相 一,吉 森 昭 夫 他 編
長 谷 川 幸 雄 学 会 出 版 セ ン タ ー,
(1992),334-340
ilectrochemicalPr{〕perties,CorrosionandCatalysis
93-183TheEffectofMagnesiumontheCorrosionAkiyamaE.,YoshiokaH.,Corros.Sci.,34
BehaviorofSputter-DepositedAmorphousKimJ.H.,HabazakiH.,(1993),27-40
Al-Mg-TiTernaryAlloysinaNeutralKawashimaA.,AsamiK.
ChlorideSolutionandHashimotoK.
93-1840ntheUnロsualMorphologyofPittingAsamiK.,HabazakiH.,Corros.Sei。,34
CorrosionofAmorphousNi--ZrAlloysKawashimaA.(1993),445-459
andHashilnotoK.
〔93・-185TheSulphidationandOxidationBehaviourHabazakiH.,DabekJ.,Corros.Sci.,34
0fSpu七七er-Deposi七edAmorphousAl-MoHashimotoK.,MrowecS.(1993),183-200
AlloysatHighTempera七uresandDanielewskiM.
93-186TheCorrosionBehaviorofMelt-SpunZhangB.P.,HabazakiH,,Corros.Sci.,34
Cr-Ni-20PAIloysinConeentratedKawashimaA.,AsamiK.(1993),201-215
HydrochloricandHydrofluoricAcidsandHashimotoK.
93-187ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 化 学 的 性 質 と そ の 応 用 浅 見 勝 彦 大 学 ・高 専 ・公 設 試 験 研
究 機 関 の 研 究 情 報3
(1993),16-17
93-188ゾ ル ・ゲ ル 法 に よ り316ス テ ン レ ス 鋼 上 に 作 王 穎 ・ 秋 山 英 二 材 料 と 環 境42
製 し た ア ル ミ ナ 被 覆 の 保 護 性 幅 崎 浩 樹 ・ 川 嶋 朝 日(1993),158-165
浅 見 勝 彦 ・ 橋 本 功 ニ
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MechaniealProperties
93-189MeehaniealProPertiesofCo3TiwithHasegawaS.,WadaS.,Ma七er,Sci.Technol.,
SimultaneousAdditionsofTungstenandTakasugiT.andIzumiO,9(1993),61-66
Boron
93-190DynamicReerystalliza七ionofNb3AIMurayamaY.,HanadaS.Mater.Sci.Eng.,A159
ProducedfromAlloyPowdera、ndObaraK.(1992),173-180
93-191DissociatedDislocationsinDeformedMurayamaY.,HanadaS.,Philos.Mag.A,67
Nb3AlProducedfro皿A!loyPowderObaraK.andHiragaK.(1993),251-260
93-192DislocationStructuresforOctahedralTakasugiT,andYoshidaM,Philos.Mag.A,67
SliPinNi3(Si,Ti)SingleCrystalsat(1993),447-462 ノ
ElevatedTemperaturesl
93-193Ano皿alousElongationBehaviorofTakasugiT.,KishinoJ.ActaMetall.Mater.,
StoichiometricNiAISingleCrystalsatandHanadaS.41(1993),1009-1020
1ntermediateTemperatures
93-194StressAsymmetryofStoichiometricNiAlTa」kasugiT,,KishinoJ.ActaMetal1.Mater.,
SingleCrystalsandHanadaS,41(1993),1021-1031
AnalytiealChe皿istryandSpeetroscopy
93-!95DeterminationoftheValueEquivalenttoHirokawaK.andNamikiM.ChemicalDesigningand
theAmountsofOxygenDefeetsinOxideProcessingofHighTc
SuperconductorsSuperconductors,ed.
byK,Fueki,(1993),
95-100
93-196ACrystalAnalyzerTypelnelasticInoueK.,KanayaT.,Nucl.lnstrum.Methods
SpectrometerUsingthePulsedThermalKiyanagiY.,ShibataK.,Phys.Res.,Sect、A,
Neu七ronSourceKajiK.,IkedaS,,327(1993),433-440
1wasaH.andIzumiY.
(
93-197CrystalAnalyzerTypeSpectrometerLAM-DInoueK.,KanayaT.,KENSRep.,9(1993),
a七KENSSpallationThermalNeutronKiyanagiY.,ShibataK.,187-188
SourceKajiK.,IkedaS.,
IwasaH.andIzumiY.
93-198CharaeterizationofArgon-HeliumMixedWagatsumaK.Ana1,Sci.,9(1993),
GasInductivelyCoupledPlasmaBasedonandHirokawaK.83-88
SpectroscopicAnalysesoftheArgonand
ZincEmissionLines
93-199表 面 分 析 の 原 理 と 二,三 の 具 体 例 浅 見 勝 彦 溶 接 学 会 誌62
(1993),78-83
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Ele〔三tron-,Ion-andOpticalMicroscopy
93-200ComparisonofAtomicForceMicroscopyKomatsuH.Jpn,J.ApPl.Phys.,
andNanoscaLleOpticalMicroscopyforandMiyashitaS.32(1993),1478-1479
MeasuringStepHeights
HighMagnetieFieldandHighPressure
93-201AMethodforCalibratingPressurebyFujinagaY.Jpn.J.ApPl.Phys.,
App!yingthePressure-TemperaturePhase32(1993),L148-L150
DiagramofTin
93-202High-Field,High-Pressure,andMatsudaY.,KurodaN.Rev.Sci.Instrum,,63
1、ow-TemperatureMagneto--OpticalandNishinaY,(1992),5764-5766
、rApParatusUsingaDiamondAnvilCe11
93-2030perationofMagnetsinHighFieldNakagawaY,Sci.Rep.RITU,A37
LaboratoryforSuperconductingMaterials(1992),1-6
0fIMR
93-204高 圧 下 で の 磁 気 光 効 果 測 定 黒 田 規 敬 日 本 物 理 学 会 誌47
(1992),974-980
93-205高 圧 下 の 光 学 実 験 黒 田 規 敬 応 用 物 理62
(1993),168-169
NewMethodofMaterialDeveloP皿entandTeclniques
93-206SingleCrystalPreparationandSuzukiT.,ShidaH.,JJAPSeries8=
Charac七erizationoffElec七ron'sOchiaiA.,ShikamaT.PhysiealPropertiesof
ChalcogenidesandPnietidesandSuzukiK.ActinideandRare
-Part工IFacili七iesforthePreparationEarthCompounds
,
lofChalcogenidesandPnictidesof(1993) ,55-58
ActinidesinOaraiBranchofIMR,Tohoku
University-
、
93-207EstimationofChemicalSputteringRatesTsujiK.andHirokawaK,Jpn.J.ApPl.Phys.,
0fCarboninHe-H2GlowDischarge32(!993),916-920
PlasmasbyOpticalEmissionSpectroscopy
93-208(Nb,Ti)3SnSupereonductingMagnetWatanabeK.,YamadaY.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
0pera七edatllKinVacuu皿UsingHigh-TcSakurabaJ.,HataF.,32(1993),L488-L490
(Bi,Pb)2Sr2Ca2Cu301aCurrentLeadsChongC.K.,HasebeT.
[andエ ・hiharaM,
MaterialsDesign1〕yComputerSi皿ulation
93-209RealTimeSimulationonMagnetieDomainHonmaS.,HuX,,IComputerAided
FormationonMagneto-OptiealDiskKawazoeY,,ImazuT.Innova七ionofNew
・ndOht・N.IM・t・ ・i・1・1エ,・d.by
-39一
93-210DynamicSimulation〔}fNewKudohM.,HuX.,OhnoK.ComputerAided
Cluster-ClusterAggregationModelforandKawazoeY.InnovationofNew
theSo1-GelTransitionofSiO2GlassMaterialsII,ed.by
M.Doyama,eta1.,
ElsevierSci.,(1993),
319-321
DatabaseSystemandRetrievalMethod
93-211工ntegra七edMaterialsDatabaseSystemKawazoeY.,OhnoK.,ComputerAided
KINDatIMRI{amiyamaH.,HuX.,InnovationofNewtL
KidoG.,NakamichiT.,MaterialsII,ed.by
ItohR.,MoriN.,WadaS.,M.Doyama,e七al.,
It.ohT.,Akiya咀aY.ElsevierSci.,(1993),
andNakanomyoT.65-68
93-212AutomaticRecognitionofGraphicalDataKojimaM.,NakamichiT.ComputerAided
onMagnetieMaterialsandKawazoeY.InnovationofNew
MaterialsII,ed.by
M.Doyama,etal.,
ElsevierSci.,(1993),
33-36
93-213ConstructionofFactualDatabaseofNakamiehiT.Sci.Rep.RITU,A37
Per皿anentMagnetMaterialswithEmphasis(1992),237-251
0nClassification
(
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